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研究成果の概要（和文）：　本研究は看護職者を対象にハラスメント加害行為に関する発生プロセスの解明を研究課題
とした．そこで研究者らは，ラザルスのストレス認知理論を援用し，職場や職務に起因するストレスを軽減するための
コーピングとしてハラスメント加害行為と捉えた．そして職場や職務に関するストレス認知と個人特性である攻撃性が
ハラスメント加害行為に影響を及ぼすとする因果関係モデルを仮定し検証した．
　この結果，ストレス認知と攻撃性は相互に関連し，ストレス認知のみがハラスメント加害行為に関連していた．

研究成果の概要（英文）：This study aimed to clarify the process involved in the occurrence of harassment 
among nursing professionals, which was the target group examined. Researchers hypothesized using 
Lazarus's cognitive stress theory and tested. We tested that a hypothetical causal relationship model in 
which harassment acts are posited as coping mechanisms for reducing workplace/work-related stress. 
Furthermore, we tested the effect of stress appraisal related to workplace/work-related stress as well as 
idiosyncratic aggressiveness on harassment acts, and the resulting cause-effect relationship model.
Result indicate that while stress appraisal and aggressiveness mutually affect each other, only stress 
appraisal is related to harassment acts.

研究分野：基礎看護学

キーワード： ハラスメント加害　ストレス認知　コーピング　構造方程式モデリング
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９、Ｚ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
従来の研究によれば，看護職者の離職要因に

は個人的要因と組織的要因（職場環境としての

勤務体制や給与，福利厚生，人的環境としての

上司やスタッフとの人間関係）とがあり，個人

的要因に比して，組織的要因が大きいことが報

告されている 1)．また看護職者の場合，職場に

おける関係職員との人間関係に加えて，患者と

の人間関係に起因するストレスも大きい．その

人的環境によるストレスの重要な要素である対

人ストレスは，他のストレスよりも強いインパ

クトをもつことが報告されている 2)． 
 そこで職場の人的環境に着目すると，厚生労

働省が指摘する労働者の尊厳や人格を侵害する

職場のいじめ・嫌がらせ，ハラスメント（以降

ハラスメントとする）については，看護職者が

活動する場における発生も例外ではなく 3)，看

護職者を対象としてハラスメントを受けること

に関しての研究 4-6)がなされてきた．しかし自身

が行うハラスメント加害やその発生プロセスに

関してはほとんど見当たらない． 
 近年，ハラスメントは労働環境に関連する社

会問題として多くの研究者が指摘されている．

この問題は労働者を休職や退職に至らしめるこ

と，看護の質の低下が予測されることから，ハ

ラスメント加害の発生プロセスを明らかにし，

ハラスメント加害の予防や解決に寄与する研究

の蓄積が望まれている 7)． 
 
２．研究の目的 
本研究ではハラスメントの加害行為に着目し，

その予防への示唆をえるために，ハラスメント

加害発生プロセスモデルを仮定し，実証的に検

証することを目的とした．モデルはラザルスの

心理学的ストレスモデルを援用し，職場におけ

るストレス認知のコーピング行動としてハラス

メント加害を位置付け，職場におけるストレス

認知がハラスメント加害に関連すると仮定した

因果関係モデルを検討した（仮説モデル 1）．加

えてコーピングの先行要因として個人特性であ

る攻撃性を配置した因果関係モデルも検討した

（仮説モデル 2）． 
 

３．研究の方法 
 まず初めに，看護職者の職務および職場スト

レスを，ストレス認知の側面から測定できる尺

度を開発する．（研究 1） 
次に，職場職員のハラスメント加害の実行に

ついて，既存の尺度等(日本語版 Negative Acts 
Questionnaire Revised(NAQ-R), Work Harassment 
Scale, Leymann Inventory of   Psychological 
Terrorization 等を参考に，看護職者の職場におけ

るハラスメント加害を測定する尺度を開発する．

（研究 2） 
最後に，以上の尺度を用いて攻撃性と職場に

おけるストレス認知がコーピンク行動であるハ

ラスメント加害に関連すると仮定した因果関係

モデルのデータへの適合性を構造方程式モデリ

ングを用いて検討する．（研究 3） 
 
研究 1 職場・職務関連ストレス認知を測定す

る尺度の開発 
調査は A県の 3施設の看護職者 523人を対象

とし，回収された470人のうち欠損値のない346
人を分析対象とした。調査項目として先行研究
8-17)を参考に 116 項目を準備し，それぞれの項目

のストレス強度を調査した。調査期間は 2013 年

2 月～3 月であった。ストレス認知の因子とし

て，あらかじめ 6 因子（「評価」「困難さ」「労働

環境」「職員との関係性」「医師との関係性」「患

者・家族とのかかわり」を仮定した。前記の 116
項目については通過率と項目間の相関係数を参

考に圧縮を試み，ついで探索的因子分析を因子

ごとに行い，それぞれの因子において因子負荷

量の値が高い上位 3 項目を選定した。この結果

6 因子 18 項目からなる「看護職者用仕事関連ス

トレス認知測定尺度」18)が開発できた。 
 
研究 2 看護職者の職場におけるハラスメント

加害を測定する尺度の開発 
調査は A県の 6施設の看護職者 556人を対象

とし，回収された282人のうち欠損値のない269
人を分析対象とした。調査期間は 2013 年 8 月

～10 月であった．ハラスメント加害の因子とし

て，先行研究 19-31)を参考に「孤立化」と「攻撃」

を一次因子，「仕事関連ハラスメント」と「個人

関連ハラスメント」を二次因子に配置した 3 次

因子モデルを仮定し 42 項目の調査項目を準備

した。内容的妥当性の検討のため，項目間の多

分相関係数が 0.8 以上の項目を削除し，次に修

正済み項目合計相関係数が 0.4 以下の項目を削

除した。この結果 4 因子 3 次因子 21 項目から

なる「ハラスメント加害尺度」32)が開発できた．  
 
研究 3 ハラスメント加害に関する発生プロセ

スモデルの検討 
1）調査対象 
全国 25 施設に勤務する看護職者 2837 人を調

査対象とし分析項目に欠損のない 1077 人を分

析対象とした．調査は 2014 年 11 月～12 月であ

った． 
 
2）調査内容 
調査項目は，基本属性として性，年齢，看護



職経験年数，現職場の在職年数，看護の資格と，

職場におけるストレス認知，ハラスメント加害，

攻撃性で構成した． 
職場におけるストレス認知は實金ら 18)が開発

した 18 項目を調査した．回答と得点化は「スト

レスに感じなかった：0 点」「ストレスに感じた：

1 点」「ストレスにとても感じた：2 点」とした．

得点が高いほど，職場におけるストレスを認知

していることを示す． 
ハラスメント加害は職務に関連し，垂直方向

（職位の上下関係で生じるハラスメント）に限

られない加害に着目し，實金ら 32)が開発した 21
項目のうち，仕事関連ハラスメントから「x1.そ
の人の仕事や努力を認めない」「x2.その人が自

分は能力のない人間と思い込むように仕向ける」

「x3.その人との関わりは仕事中であっても避

けるか拒否する」「x4.その人の仕事のやり方を

非難する」「x5.その人の過去の失敗を過剰にあ

るいは繰り返し言い続ける」「x6.その人に無駄

な時間外労働が多いと指摘する」の 6 項目を調

査した．回答と得点化は「思ったこともないし，

行ったこともない：0 点」「思ったことはあるが，

行ったことはない：0 点」「思ったことがあり，

行おうとしたことがある：0 点」「行ったことが

ある：1 点」「継続して何度も行ったことがある：

1 点」とした．得点が高いほどハラスメントを

行っていることを示す． 
攻撃性は，安藤ら 33)と李ら 34)の攻撃性を参考

に4因子各3項目からなる質問項目を調査した．

回答と得点化は「全くあてはまらない：0 点」

「あまりあてはまらない：1 点」「たいていあて

はまる：2 点」「よくあてはまる：3 点」とした．

得点が高いほど攻撃性が高いことを示す． 
精神健康は古川ら 35)が日本語訳した K6 を調

査した。回答と得点化は「全くない：0 点」「少

しだけ：1 点」「ときどき：2 点」「たいてい：3
点」「いつも：4 点」とした．得点が高いほど精

神健康が低いことを示す． 
 
3）分析方法 
分析はまず測定する尺度の構成概念妥当性を

検討した．内的整合性は ω信頼性係数 36, 37)によ

り検討した． 
次に，仮説 1：職場におけるストレス認知が

ハラスメント加害に関連する，仮説 2：個人特

性である攻撃性と職場におけるストレス認知が

ハラスメント加害に関連すると仮定したハラス

メント加害発生モデルのデータへの適合性を構

造方程式モデリングによる確認的因子分析を用

いて検討した． 
上記の分析にあたって，パラメータの推定に

は重み付け最小二乗法の拡張法（WLSMV）を使

用した．因果関係モデルのデータに対する適合

度は，Comparative Fit Index （CFI）， Root Mean 
Square Error of Approximation（RMSEA）により

判断するものとした。一般的に，前者は 0.9 以

上，後者は 0.08 以下であればモデルは妥当な範

囲にあると判断される．統計パッケージは SPSS 
Statistics 22.0 および Mplus7.4 を使用した． 
 
4）結果 
（1）対象者の基本属性と測定尺度の平均値 
対象者の基本属性を表 1 に，各測定尺度の平

均値を表 2 に示した．  
表 1 対象者の基本属性 

項目     人 （％） 

性   

 男 171人 （15.9%） 
 女 906人 （84.1%） 
年齢       42.1±10.8   （18-70）歳 

看護職経験年数  18.5±11.5（0.5-57.8）年 
現職場の在職年数 11.2± 9.5（0.1-47.7）年 
資格（複数回答）   

 保健師 49人 （4.5%） 
 助産師 34人 （3.2%） 
 看護師 863人 （80.1%） 

 准看護師 491人 （45.6%） 

n=1077 
表 2 測定尺度の平均値±標準偏差 

項目 平均値±SD（範囲） 

職場におけるストレス認知 12.8±8.3（0-36） 

 評価 2.3±1.7 （0-6） 
 困難さ 2.5±1.9 （0-6） 
 労働環境 2.2±1.8 （0-6） 

 職員との関係性 1.9±1.8 （0-6） 
 医師との関係性 1.8±1.9 （0-6） 
 患者・家族とのかかわり 2.0±1.7 （0-6） 

ハラスメント加害 0.3±0.7 （0-6） 
攻撃性 11.7±5.6（0-33） 
 短気 3.3±2.0 （0-9） 

 身体的 1.8±1.9 （0-9） 
 敵意 3.3±2.0 （0-9） 
 言語的 3.3±1.8 （0-9） 

n=1077 
 

（2）職場におけるハラスメント加害発生プロセ

スモデルの検討 
まず測定尺度の構成概念妥当性を検討したと

ころ，適合度指標は「職場におけるストレス認

知」が RMSEA=0.080，CFI=0.966，「ハラスメン

ト加害」が RMSEA=0.013，CFI=0.995，「攻撃性」

が RMSEA=0.058，CFI=0.989，であり統計学的

な許容水準を満たしていた．ω信頼性係数は「職

場におけるストレス認知」0.938，「ハラスメント

加害」0.686，「攻撃性」0.901 であった． 
仮説モデル 1 を検討した結果，適合度は

χ2=984.596（df=333），RMSEA=0.043，CFI＝0.978
と統計学的な許容水準を満たしていた．変数間

の関係に着目すると「職場におけるストレス認

知」は「ハラスメント加害」に対して有意な正

の関連（パス係数 0.286）が認められた．なお「ハ



ラスメント加害」への寄与率は 0.094 であった

（図 1）． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
次に仮説モデル 2 を検討した結果，適合度は

χ2=1837.409（df=713），RMSEA=0.038，CFI＝
0.972 であり統計学的な許容水準を満たしてい

た．変数間の関係に着目すると「職場における

ストレス認知」は「ハラスメント加害」に対し

て有意な関連は見られず，「攻撃性」のみが正の

関連（パス係数 0.462）を認めた．「ストレス認

知」と「ハラスメント加害」には有意な相関関

係（パス係数 0.430）がみられた．なお「ハラス

メント加害」への寄与率は 0.257 であった（図

2）． 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
４．研究成果 
従来の研究では「職場でハラスメントを受け

た」7, 19)，「職場でのハラスメントを目撃した」

など被害の当事者や第三者としてハラスメント

に関する研究がほとんどであり，「ハラスメント

を行った」というハラスメント加害の当事者に

関する実証的研究は見られなかった．この傾向

は，一つに他者に対してとった行為がハラスメ

ントとなっているかどうかは，加害者自身の認

知ではなく行為を受けた側の認知に大きく依存

している 26)ことが関係しているものと推察され

る．また二つに，それは特定の行為をハラスメ

ントかどうか認識する感度（いじめ感度）と加

害体験には負の相関があり 25)，自分の行為がハ

ラスメントになっていると加害者自身が認識し

ていないことが多いことに関係しているものと

推察される．以上のことを勘案するなら，ハラ

スメント加害者におけるハラスメントの発生機

序を解明するには，可能な限り客観的にハラス

メント加害とみなせる行為を挙げ，それらの行

為を行ったか否かで測定するといった操作的な

方法 19)で，ハラスメント加害の状況を測定する

ことが適切なアプローチとなろう．そこで本研

究では Lazarus らの心理学的ストレスモデルを

基礎にハラスメント加害に関する発生プロセス

の因果関係モデルを仮定し検討した 
具体的には，仮説 1：職場におけるストレス

認知がハラスメント加害に関連する，仮説 2：
コーピングの先行要因である個人特性としての

攻撃性と職場におけるストレス認知が，ハラス

メント加害に関連すると仮定した 2 つの因果関

係モデルを検討した． 
その結果，両仮説モデルともデータに適合し

た．仮説 1 において職場におけるストレス認知

はハラスメント加害に関連していた．しかし仮

説 2 において，職場におけるストレス認知は直

接ハラスメント加害には関連していなかった．

職場におけるストレス認知と攻撃性が互いに関

連しつつ，攻撃性がハラスメント加害に関連し

ていた． 
以上の事実に従うなら，職場におけるハラス

メント加害を予防するためには，個人特性に着

目し，ハラスメント加害につながるような攻撃

性のある職員の人材管理が重要となるだろう．

加えて，攻撃性のような個人特性は職場におけ

るストレス認知と正の相関関係が認められたた

め，職場ストレスが軽減されるような職場環境

の改善も重要な課題であろう． 
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